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専用申込
フォームはこちら

開催日の2日前迄に
お申し込みください

イベント◇1 の聴講をご希望される方は専用申込フォームかはがきのいずれかでお申込みください。
はがきの場合、イベント名と、住所、氏名、電話番号を明記のうえ、會津八一記念館宛に9月14日までに
お送りください。（ただし1通につき、1名様でのご応募といたします）定員に達し次第締め切ります。
申し込まれた方には当日、聴講券を会場でお渡しいたします。（はがきでの返信はございません）

日　時｜ 2025年8月31日（日）
　　　 14：00～ 約50分

会　場｜ 当館展示室
　　　 （申込不要/要当日観覧券）

出演者｜ 角田勝久氏（新潟大学教授）
日　時｜ 2025年9月21日（日） 14:00～15:30
会　場｜ 日報ホール（新潟日報メディアシップ2階）
聴講料｜ 1,000円（入館料込み）
定　員｜ 130名

日　時｜ 会期中の第2・4日曜日
　　　 7/13（日）、27（日）、
　　　 8/10（日）、24（日）、9/14（日）
　　　 いずれも11：00～ 約50分
会　場｜ 当館展示室
　　　 （申込不要/要当日観覧券）

開館50周年記念連続講演会
第１回講演会
「會津八一の書の真価」

2 野中吟雪館長に
よる作品鑑賞会

3 学芸員による
作品解説会

事前
申込制

お申し込み方法
イベント◇1 の

EVENT INFORMATION　関連イベント
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新潟駅から バス約9分、タクシー約5分、徒歩約15分、新潟空港から タクシー約15分
メディアシップ駐車場（24時間営業） 第1駐車場は220円、
第2駐車場は200円（第1、第2共に30分 税込）

※周辺には、万代シテイ駐車場、朱鷺メッセ駐車場などもございます。

◎ 交 通 のご 案 内
◎駐車場のご案内

1 會津八一《般若心経の一節》昭和20（1945）年・64歳、
新潟市會津八一記念館蔵

2 會津八一《自由創新》昭和21（1946）年・65歳、胎内市蔵
3 會津八一《従吾所好》昭和21（1946）年・65歳、胎内市･南都屋蔵
4 會津八一《山河慟哭》昭和23（1948）年・67歳、新潟縣護國神社蔵
5 會津八一《ふなびとは》昭和28（1953）年以降・72～75歳、
BSN新潟放送蔵（新潟市會津八一記念館寄託）

6 會津八一《仏像図・ひそみきて》昭和21（1946）年・65歳、個人蔵
7 會津八一《春のくさ・秋のかぜ》昭和30（1955）年・74歳、
新潟市會津八一記念館蔵
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期間中、本展覧会名を２人の書家による揮毫で展示室前に掲示しています。
● 7月1日 ～ 8月11日 ： 小林尗瑛先生〈新潟県書道協会参事〉
● 8月13日～9月23日 ： 鈴木青雨先生〈新潟県書道協会参事〉
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